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DuMA ニュースレター                                  2020年 2月 24日 

M８アルゴリズム 

 ロシアは旧ソビエト時代から地震活動度の理論的・数学的解析に多くのノウハウを持っており、そのた

めの専門の研究所が存在します（ Institute of Earthquake Prediction Theory and Mathematical 

Geophysics, Russian Academy of Sciences）。 

 Ｍ８アルゴリズムはロシア科学アカデミーの V. Keilis-borok 教授（その後カリフォルニア大学ロサンゼ

ルス校（ＵＣＬＡ）教授：2013年に 92歳で現役教授のまま他界）らのグループにより開発されたＭ８クラス

の地震発生を５年程度のタイムスパンでの予測を行なうアルゴリズムです。 

 この手法の第三者機関での評価結果は約６０％の予知率という結果が出ています。現在、東海大学

/DuMA はこの M８の日本での窓口となっております。予測は半年に１回更新され、年に２回（１月および

７月）公表されます。 

 それでは M８の予測はどの程度”当たって”いるのでしょうか。下の図は東日本大震災の前の M8 によ

る予測です。1985 年から 2011 年までの結果を示しています。この期間下記の領域ではマグニチュード

８クラスが６個、マグニチュード９が１個の合計７個発生しています。これまでのＭ８アルゴリズムでの重要

な結果は、空振り（いわゆる狼少年、下の図で予測失敗となっているもの）があっても見逃しがほとんど

無い点だと考えています。左側のパネルがどの場所という位置情報で、右側のパネルがどこに予測が

出ていたかという結果を表します。 

 予測の中でグレーの部分に予測が出ており、黒い部分は場所をもう少し特定できると考えているもうひ

とつのシナリオ（アルゴリズム）による予測です。 

 

 

 重要なのは、この予測は「事後予知」ではなく、事前に発表されていたものであるという事です。現在

は今後５年間の M８クラス以上の予測と M7.5 クラスの予測の２種類を発表しています。 

今週号では、2020年 2月に更新された最新の予測を掲載します。 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
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 ２０２０年１月に公表された最新の結果では、幸い日本周辺にはこの M8 アルゴリズムでは、喫緊の予

想は出ていない事がわかります。これは東京オリンピックを控える日本にとっては少し明るいニュースか

もしれません。この図では、白く抜けているように見える部分と薄い黄色の部分が、世界における地震の

分布です。大西洋中央海嶺やアフリカ大陸の大地溝帯と呼ばれる地域、そして中国内陸部でも多くの

地震が発生しているのがわかります。また薄い黄色で示されている領域が今回紹介する M8 アルゴリズ

ムで解析対象となっている地域です。濃い黄色と赤の領域が現在M8アルゴリズムで警報が継続してい

る地域となります。 

 

なお来週はより、身近なマグニチュード 7.5クラスをターゲットとした予測を掲載する予定です。こちらで

は日本列島でも複数の警報が出現しています。 

 

 もう少し M８についてお知りなりたい方は以下の URLをご覧ください。 

 

http://www.sems-tokaiuniv.jp/2014M8/ 

 

 

日本およびその周辺の広域地下天気図® 

  今週は１月１３日のニュースレターに引き続き、現在の気象庁の観測網で解析できる最大範囲の領

域の解析です。主に海域で発生するマグニチュード７以上の地震を対象とした解析です。 

 今回は２月２０日時点の L タイプおよび M タイプの２つの地下天気図をお示しします。近畿地方から

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
http://www.sems-tokaiuniv.jp/2014M8/
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中国地方にかけてMタイプの解析では大きな異常が出現しており、これまで異常がみられなかった Lタ

イプでも異常がかなりはっきり見えるようになった事と、紀伊半島沖の南海トラフ沿いの異常が気になる

ところです。北海道北部からサハリンにかけての異常は継続していますが、少し弱まったように見えます。

また解析領域の端で精度は少し落ちると考えられますが、台湾にも異常が出現しているのが気になりま

す。 

 

 

L タイプの地下天気図 
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M タイプの地下天気図 
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